
（
保
管
の
委
託
を
受
け
た
拳
銃
、
拳
銃
部
品
又
は
拳
銃
実
包
の
保
管
の
方
法
等
）

（
保
管
の
委
託
を
受
け
た
け
ん
銃
、
け
ん
銃
部
品
又
は
け
ん
銃
実
包
の
保
管
の
方
法
等
）

第
八
十
五
条

法
第
十
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
拳
銃
、
拳
銃
部
品
又
は
拳
銃
実
包
の
保
管
の
委
託
を
受
け

た
者
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
拳
銃
、
拳
銃
部
品
又
は
拳
銃
実
包
を
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
十
五
条

法
第
十
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
け
ん
銃
、
け
ん
銃
部
品
又
は
け
ん
銃
実
包
の
保
管
の
委
託

を
受
け
た
者
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
け
ん
銃
、
け
ん
銃
部
品
又
は
け
ん
銃
実
包
を
保
管
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一

﹇
略
﹈

一

﹇
同
上
﹈

二

拳
銃
、
拳
銃
部
品
又
は
拳
銃
実
包
を
収
納
す
る
格
納
庫
は
、
人
が
常
に
看
守
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
に

置
く
こ
と
。

二

け
ん
銃
、
け
ん
銃
部
品
又
は
け
ん
銃
実
包
を
収
納
す
る
格
納
庫
は
、
人
が
常
に
看
守
す
る
こ
と
が
で
き
る

場
所
に
置
く
こ
と
。

﹇
三
・
四

略
﹈

﹇
三
・
四

同
上
﹈

（
保
管
業
の
届
出
）

（
猟
銃
等
保
管
業
の
届
出
）

第
九
十
条

法
第
十
条
の
八
第
一
項
又
は
第
十
条
の
八
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
届

け
出
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
七
十
号
の
保
管
業
届
出
書
二
通
を
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道

府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

第
九
十
条

法
第
十
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
届
け
出
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記

様
式
第
七
十
号
の
猟
銃
等
保
管
業
届
出
書
二
通
を
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提

出
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
届
出
を
し
た
者
は
、
当
該
届
出
書
の
記
載
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
別

記
様
式
第
七
十
号
の
保
管
業
届
出
書
二
通
に
、
当
該
変
更
事
項
を
朱
書
し
て
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都

道
府
県
公
安
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
に
規
定
す
る
届
出
を
し
た
者
は
、
当
該
届
出
書
の
記
載
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
別

記
様
式
第
七
十
号
の
猟
銃
等
保
管
業
届
出
書
二
通
に
、
当
該
変
更
事
項
を
朱
書
し
て
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄

す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

﹇
略
﹈

３

﹇
同
上
﹈

４

第
一
項
に
規
定
す
る
届
出
を
し
た
者
は
、
そ
の
届
出
に
係
る
業
務
を
廃
止
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
別
記
様

式
第
七
十
一
号
の
保
管
業
廃
止
届
出
書
を
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
一
項
に
規
定
す
る
届
出
を
し
た
者
は
、
そ
の
届
出
に
係
る
業
務
を
廃
止
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
別
記
様

式
第
七
十
一
号
の
猟
銃
等
保
管
業
廃
止
届
出
書
を
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
保
管
の
委
託
を
受
け
た
猟
銃
等
の
保
管
の
設
備
及
び
方
法
の
基
準
）

（
保
管
の
委
託
を
受
け
た
猟
銃
等
の
保
管
の
設
備
及
び
方
法
の
基
準
）

第
九
十
一
条

法
第
十
条
の
八
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
条
の
七
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準

は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

第
九
十
一
条

法
第
十
条
の
八
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
条
の
七
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準

は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

﹇
略
﹈

一

﹇
同
上
﹈

二

保
管
の
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
。

二

保
管
の
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
。

﹇
イ
・
ロ

略
﹈

﹇
イ
・
ロ

同
上
﹈

ハ

責
任
者
を
定
め
て
、
別
記
様
式
第
七
十
二
号
の
保
管
受
託
簿
に
所
要
の
事
項
を
記
載
さ
せ
る
こ
と
。

ハ

責
任
者
を
定
め
て
、
別
記
様
式
第
七
十
二
号
の
猟
銃
等
保
管
受
託
簿
に
所
要
の
事
項
を
記
載
さ
せ
る
こ

と
。

ニ

ハ
の
保
管
受
託
簿
は
、
最
終
の
記
載
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
保
存
し
て

お
く
こ
と
。

ニ

ハ
の
猟
銃
等
保
管
受
託
簿
は
、
最
終
の
記
載
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
保

存
し
て
お
く
こ
と
。

ホ

﹇
略
﹈

ホ

﹇
同
上
﹈

（
保
管
の
委
託
を
受
け
た
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
保
管
の
設
備
及
び
方
法
の
基
準
）

第
九
十
一
条
の
二

法
第
十
条
の
八
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
条
の
七
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定

め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

﹇
条
を
加
え
る
。﹈

一

保
管
の
設
備
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

イ

金
属
製
ロ
ッ
カ
ー
そ
の
他
容
易
に
破
壊
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
構
造
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

確
実
に
施
錠
で
き
る
錠
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

ハ

管
理
上
支
障
の
な
い
場
所
に
あ
る
こ
と
。

ニ

容
易
に
持
ち
運
び
が
で
き
な
い
こ
と
。

ホ

当
該
設
備
又
は
そ
の
付
近
に
非
常
の
際
外
部
に
通
報
す
る
こ
と
が
で
き
る
装
置
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
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